






















































Science Museum. Series E, Physical science &
engineering, 26, 2006; 大迫正弘・金子隆一「1894年
の東京地震の写真資料」Bulletin of National Science




























































































































































































































































































































































































































































































































































































に圧縮(もとのファイルサイズの 1 / 1 0）し、
MapInfo上で位置情報を与えることで地図データと
した。写真の位置図に対しては、ポイントもしくは
ポリゴンデータで写真の位置や撮影範囲を示し、ハ
イパーリンク機能を利用して関連する写真ができる
ような地図データとした。
WebGIS環境はUMN MapServer をベースに、
MapServe r 上で利用できるフレームワークの
p.Mapperをカスタマイズした。（上田純広）
2．コンテンツA．収集地図と基図の選択
震災前の東京市を表現する地図として以下のもの
を入手した。
①火災延焼動態図：中村清二「大地震による東京火
災調査報告」『震災予防調査会報告百号』戊
この地図は陸地測量部が都市計画局のために作成
した3000分の1図に出火直後から46時間にわたっ
た延焼状態を9枚の地図上に図化したものである。
出火した地点や飛火の場所ほか、火災がどのように
燃え広がっていったのかを火災の動きや時間ごとの
変化で示している。
基図として採用した理由は以下の通りである。
○火流を表現するために当時採用された地図であ
るから、震災時の街区を表現するための必要情
報がある。
○震災の被害は震害よりも直接的には火災であっ
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たため、火流を書き込んだ基図の情報は多くの
震災写真と整合的である。
○東京市だけでなく、周辺地域も地図情報が表示
され、東京市だけを区切って表現するよりも視
覚的に不自然な感じを与えない利点がある。
②「震災地応急測図原図」国土地理院所蔵
○陸軍陸地測量部が震災時の被害状況を1923年9
月6日から15日にわたって、東京市内および関
東地方の主要交通線に沿う各地の震害調査を実
施したもので、被害状況を1万分の1地形図に
調査結果を記録した野帳である。『陸地測量部
沿革誌』終篇（昭和5年）によれば、9月6日
～10日：房総・甲府・伊豆方面の験潮調査（4
名）、9月6日～15日：イ）東京市内及近郊、
ロ）小田原・熱海・下田方面、ハ）松田・惣
領・西方・山北・御殿場・沼津・下田方面、ニ）
館山・白浜・南浅夷方面、ホ）甲府・八王子方
面の震災に伴う地形地物交通網変化の状態調査
（18名）で担当した。これらの応急測図の結果、
東京市及び近県罹災地一覧図を発行して「一般
ノ救護作業及警備ノ便ニ供シタ」という。
ここでは、そのうち、東京市内の地形図名
「新井」「中野」「世田谷」「早稲田」「四谷」「三
田」「上野」「日本橋」「新橋」「向島」「深川」
「洲崎」の各図をシームレスに繋ぎ合わせたも
のを使用した。東京市内の東半分はほとんどが
赤鉛筆の斜線で示されている。これは凡例によ
って焼失した地帯であることが判明する。その
ほか通行不能な街路については、×印が付され
ている。時に避難民5万人が集結しているなど
の情報も書き込まれているが、大部分は斜線で
示される焼失範囲の表示のみである。凡例が書
き込まれた地図「洲崎」を例示しておく（図1）。
○利用価値 本図は街区情報が正確であり、写真
を地点に落とす地物確認には必要である。
○問題点 紙面が暗く情報が読み取りにくいこと、
震災直後の調査の手書きの個別的情報が書き込
まれ、必ずしも必要情報ではないものが画面に
登場してしまう難点がある。
③「明治四十年東京市十五区番地界入地図」（東京
郵便局、一般に郵便地図と呼ばれている）
○必要最低限の街区情報が記載されている。
○1907年（明治40年）～1923年のわずか18年の
違いであるが、この間に鉄道、道路などの敷設
により東京は著しく変貌したため、震災写真を
ドットするために地物情報が不足し、この時点
の空間情報を満していない。
○基図とした場合には閲覧者が戸惑いを感ずるこ
とになるので、不適切である。
④関東地震の震度分布図
武村雅之が評価した震度を、東京都心部（旧東京
市）の町丁目別地図に表わしたもの。先の郵便地図
を基図として武村、諸井孝文によって作成・図化さ
れた成果（2003）を本データベースの基図のひとつ
として入力済みであり、この図により、震度の強弱
と火災発生との関係、人的被害と建物被害の関係を
把握するのに有効である。これについては、すでに
諸井孝文により「1923年関東地震の全体像とその
痕跡を伝える試み―関東大震災の写真と地図のデー
タベースの構築―」（前掲『歴史災害と都市』所収）
で説かれた。
⑤『東京市全図』発行者　安藤力之助、印刷所　川
流堂、明治35年発行、大正7年9月1日改訂版使用
大正7年時までの情報が盛られ、番地の記入があ
り、③の郵便地図よりも震災時に直近の地図情報が
利用可能である。
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図1 「震災地応急測図原図」凡例（「洲崎」から関係箇所を引用）
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名称
宮内庁書陵部
航空写真、陸軍所沢航空学校、第5飛行隊などによる航空写真用飛行機
の操縦訓練のある部隊が9月2日、4日、5日に震災地上空600メート
ルから撮影したもので、43点を確認できる。ただし、東京市内に限定
したデータベースのため、南葛飾郡砂村、大島町、中之郷などについ
てはデータベースに取り込んでいない。詳細な解説が王論文において
行われている。
所蔵/編集/出版社 特記すべき点 発行年月no
関東大震災写真集
和田直輔写真 毎日新聞社寄託
1
2
3
4
表１　データベース化予定の写真類
5
8
9
10
11
6
7
和田直輔は震災後の1925年東京日日新聞社に入社。後の毎日新聞写真
製版部長となる。震災当時、東京工芸学校印刷工芸科（現千葉大）に
在籍中。この写真についての紹介記事が『毎日新聞』2006年8月31日
に掲載されている。99点の写真。商業写真とは異なる震災に対する個
人の視点が明確。ただし、撮影地点についての説明がないので、地図
との照合が困難。
大震災写真画報　第一輯 大阪朝日新聞社 航空写真のみ利用。
関東震災画報　第一輯 もっとも早く市場に出た写真帳の一冊。写真頁は40頁。
大阪毎日新聞社関東震災画報　第二輯
大阪毎日新聞社
同上の第2冊目。写真頁38頁
関東大震災画報 東京写真時報社 航空写真5点が確認できる
大日本雄弁会講談社編纂、写真118点大正大震災大火災 講談社
朝日グラフ特別号
大震災全記
航空写真のみ利用。大阪朝日新聞社
大正震災写真集 偕行社
関東戒厳司令部編、オリエンタル写真工業社印刷。写真約260点、戒厳
部隊管区区分、東京近県災害概況図などの地図類も含まれている。
大正大震火災誌 改造社
1頁概ね2枚の写真を上下に分かち掲載。写真は火災、被害、避難、救
援、復旧などの項目ごとに掲載。写真頁44頁。写真解説文が付されて
いる。
大正大震火災誌 警視庁
1頁概ね2枚の写真を上下に分かち掲載。写真は火災、被害、避難、救
援、復旧、朝鮮人保護などの項目ごとに掲載。写真頁45頁。写真解説
文が付されているが、他に見られない特徴は写真に日付を付けられて
いること、朝鮮人に関する写真を多く掲載することなどである。
13
12
14
15
16
大正震災写真帖 内務省社会局
『大正震災志』上下の付録写真帖。緒言、目次以外に165頁の写真頁、
1頁に3～4点の写真を配し、説明が付されている。
東京震災録
地図及写真帖
東京市役所
1頁概ね2枚の写真を上下に分かち掲載、稀には4点を掲載する。写真
頁は131頁。写真解説文が付されている。
関東大震災写真集
個人の写真帳、印画紙焼、印刷写真、絵葉書を含め、すべて161点の写
真を含む。このうちの20点は大正6年東京湾高潮災害の絵葉書写真。
それを除く140点が関東大震災の写真類。この写真の紹介は『消防基金』
163、164号（2007年）に「歴史のなかの災害教訓」の項に北原が紹介
した。
総務省消防庁所蔵
東京・今昔写真
2006年5月8日から1週間神奈川大学COEとして調査した。4888点
（表裏、袋形状など）を撮影、データベース化完了。写真は2519点を
数えるが、絵葉書写真が圧倒的に多い。写真の傾向を分類した調査報
告は『歴史災害と都市ー京都・東京を中心にー』（立命館大学・神奈川
大学COEジョイント･ワークショップ、2007年2月）に掲載。現在で
も所蔵者から寄贈が続く。
東京都建設局公園
課所管
東京都慰霊堂保管写真類
野沢寛編。名所に関する明治、大正、昭和の写真を集めたものである。再建社
1923年9月
1923年9月
1923年9月
1923.9.15
1923.10.1
1923.10.1
1923.10.1
1924.3.31
1923.10.28
1924.5.31
1924.7.31
1926.2.28
1926.3.31
1930年頃
1955年7月
～2006年
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3． コンテンツB．収集資料と写真の選択
＊関東大震災関係収集写真について
これまで収集し、当面データベース化、あるいは
データベース化予定の印画紙焼写真、印刷写真、絵
葉書写真（以下、写真類と総称する）は表1の通り
である。
表1の写真群から、地点情報が明確で対象を的確
に捉えた写真類を適宜選択し、表示すべき目的に沿
う地図のレイヤーに載せる。ただし、MapInfoのシ
ステムではレイヤーを目的に応じて変えることが可
能であるから、作業としては基図にすべて落とし、
表示を適宜閲覧者が選択することができる。現時点
で考えている写真のレイヤーは以下である。
写真のレイヤー：①震災前建造物、②被害建物、
橋などの建造物、③復旧中の街路、建造物、④被災
者動向、⑤避難者、⑥犠牲者、⑦避難小屋、⑧救援
活動、⑨バラック、⑩支援物資、⑪航空写真
地図の火災延焼動態図と写真の②被害建物のレイ
ヤーを重ねる、あるいは④被災者動向、⑥犠牲者な
どを重ねることで、関東大震災で避難者がどこへど
のように逃れようとしたか、それが火災によってど
のように阻まれたのかなどが時間的、空間的に把握
できることになる。これらの事例については、西田
幸夫「関東大震災の火災被害と写真映像」で実例の
紹介と分析がなされている。また、⑪の航空写真は、
すでに第1次大戦において先進国で実用化され、そ
の導入を図っていた陸軍が関東大震災という大災害
で実地にその意義を確認し、かつ地震による火災で
首都の大半が焼失するという国民体験が考慮された
ためか、公開利用が許可された稀有な事例であった。
昭和期に入れば再び航空写真の一般的利用は封印さ
れることを考えれば、災害体験がもたらした副産物
のひとつとして歴史的な意義を持つことになる。こ
の点についての考察は王京「関東大震災と航空写真」
で詳述される。
（きたはら・いとこ）
なお、このデータベース作成について、これまで
関わった協力者を以下に掲げておく。
事業推進担当者：北原糸子
調査研究協力者：諸井孝文、西田幸夫、平山康典、上田
純広
COE研究員（PD）：王 京
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